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○対象となる献血者の抽出

○試行的通知の開始（一部の血液センターで試行）

○試行的通知の問題点等にかかる検討

○問合せ担当者、献血推進担当者及び採血担当者への教育訓練の実施

○対象製剤の抽出

○対象製剤の抽出
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○対象製剤の抽出

○対象となるHBV感染既往者のうち、複数回献血者及び登録者を
　優先的に順次通知

109

判定基準の変更
（ＨＢｃ抗体検査C.O.Iの変更）

　○新判定基準により検査された血液の供給

基準変更

事前通知の試行的実施
問合せ対応

職員教育訓練

保管中のFFPへの対応

事前通知
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「お知らせとお願い」の連絡を受けた皆様へ 

HBc抗体陽性、HBs抗原陰性とは？ 

１.献血時に血液検査（ウイルス検査）を行うのはなぜ？ 

→献血した血液にウイルスが入っていないか

を調べ、輸血用血液にウイルスが混入する

のを防ぐためです。 
 

　ウイルスに感染している人の血液を輸血する

と患者さんに感染が起こることがあります。

そのため、献血されたすべての血液に対し、

さまざまなウイルス検査を行い、輸血用血液

へのウイルスの混入を防いでいます。  
 

2.B 型肝炎ウイルスに感染しているかどうかは何を調べているの？ 

 

B 型肝炎ウイルスは球形のウイルスで、外

側を被う殻（HBs 抗原と呼ばれる蛋白が埋め

込まれている）と、中心にあるコア（HBc 抗

原と呼ばれる蛋白）、とDNA（遺伝子）から

構成されています（右図）。 

下表に B 型肝炎ウイルス関連検査の種類

とその検査が陽性の場合の状態を記載してい

ます。 

→B型肝炎ウイルスがつくる蛋白（HBs抗原）

やウイルス感染に対する免疫反応によって

つくられる抗体（HBc抗体）を調べてい

ます。 

B型肝炎ウイルス

※B 型肝炎ウイルス関連検査 

HBs 抗原 
ウイルスの外側を被う蛋白 

陽性：現在感染している。 

HBc 抗体 
HBc 抗原に対する抗体 

陽性：現在感染しているか、過去に感染したことがある。 

HBs 抗体 
HBs 抗原に対する抗体（HBV の感染を防御する働き） 

陽性：過去に感染したことがある。 

HBV-DNA 
B 型肝炎ウイルスの遺伝子 

陽性：現在感染している（検査の精度が高い） 

 



3.HBc 抗体陽性、HBs 抗原陰性の検査結果は何を意味しているの？ 

→HBc 抗体が陽性、HBs 抗原が陰性ということは、「過去にＢ型肝炎ウイルスに感染したこと

があるが、現在は治っている状態」であると考えられます。 
 

B型肝炎ウイルス感染者の70～80%は肝炎症状が起こらず自然に治ってしまいます。

したがいまして、これまで献血いただいた血液は輸血に使用されてまいりました。しかし近年、

非常に低い頻度ではありますが、治った後でも血液中に微量のB型肝炎ウイルスが見つかる

ことが明らかとなってまいりました。

 

4.すぐにしないといけないことは？ 

→特にありません。普段の生活に問題はありません。 

 

5.医療機関に受診する必要は？ 

→今回の検査結果をもって医療機関（病院）を受診する必要はありません。 

ただし、今後 入院治療するような大きな病気（癌や移植など）に罹った場合は、念のため

担当医師に今回の内容をお伝えください。 

また、今回のお知らせに限らず、すべての方々が年に１回程度、健診などで肝機能検査を

受けられることをお勧めします。 
 

6.今後の献血は？ 

→非常に低い頻度ではありますが、治った後でも血液中に微量の B 型肝炎ウイルスが見つかる

ことが明らかとなってまいりました。（上記 3．を参照ください。） 

そこで患者さんへの万が一の感染を防ぐために、

これからの献血は控えていただきたくお願い申し上げます。 

より安全な輸血のため、どうかご理解をお願いいたします。 
 
 

＊血液センターでの検査は、安全な輸血のため少しでも疑わしいものも含めて「陽性」と判定してい

ます。そのため、本来は陰性であるにもかかわらず、あたかも陽性と反応してしまうこともあります。

その場合、医療機関で同様の検査を受けた結果、陰性となることもあります。 

 
 

 




